
【【【【会員情報会員情報会員情報会員情報のののの運用運用運用運用】】】】

① 先払いのクレジット（チケット）制の予約管理
先払いで利用料金を徴収し、支払われた金額で予約可能数を制御することが出来ます。

「予約画面の設定」メニューで、「クレジット管理のご利用」を「利用する」に設定すると、先払いのクレジット数で、予約可
能数に制限が掛かります。

② 会員情報の管理
予約ユーザを会員情報に紐付けることにより、先払いのクレジット制の運用を体系だって行なうことが出来ます。
※逆に、先払いのクレジット制の運用を行なわない場合は、会員情報の管理は余り意味が有りません。

「会員情報の登録」メニューで、会員情報を登録します。
[新規追加]で新しい会員情報の追加、[更新]で既存会員情報の更新、[削除]で既存会員情報の削除が可能です。

会員情報でクレジット管理を行なう場合、クレジットは「予約可能数」として管理されます。クレジット数を利用料金とした
場合には、会員情報の運用は互いに矛盾する設定となりますので、会員情報の運用は行なうことが出来ません。
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「お試し会員」を[更新]で開いた画面です。

会員種別 ： 半角英数字で分かり易いIDを符番します。必須入力項目です。
会員名称 ： 全角１６文字以内で入力します。必須入力項目です。
有効期間 ： 次項の期間単位とペアで指定して、会員の有効期間を指定します。
期間単位 ： 有効期間とペアで指定します。会員の有効期間は、自動更新や有効期限切れ動作と連動します。
チケット数 ： 自動更新を行なう場合に意味を持ちます。会員の有効期限終了日の翌日に自動的に有効期限が延

長され、このチケット数が付加されます。
また、初期会員種別の会員情報の場合、新規会員登録の時に発行されるチケット数になります。

残数の繰越 ： 自動更新を行なう場合に意味を持ちます。有効期限終了日までに消費されなかったチケット数を次の
有効期間に繰越すか否かを指定します。

ネット予約 ： 予約システムを使って予約操作が可能な会員であるか否かを指定します。
自動更新 ： 会員の有効期限終了日の翌日に自動的に有効期限が延長される機能を有効にするか否かを指定し

ます。自動更新を有効にする場合、有効期間の開始日を月初に統一し、月末までに入金の無い会員
のｽﾃｰﾀｽを「顧客情報の照会・更新・追加」メニューで「一時停止」にすることで管理します。
自動更新を無効にする場合、会員の更新は「顧客情報の照会・更新・追加」メニューで行います。
有効期間の延長とクレジット数の付加を行って下さい。

入会ﾎﾟｲﾝﾄ ： 予約ポイントシステムを運用している場合に利用可能です。入会ポイントを指定します。
チケット残無しアクション

： チケット数が無くなったときに、予約を可能にするか不可能にするか指定します。
チケット残無しメッセージ

： チケットが無くなっても予約可能にする場合、予約カートに入った段階（仮予約状態になった時）
にこのメッセージを表示します。
「有効期間辺りの上限を超えました。当日は追加チケットを購入下さい。」など、施設に会員様のご来店
があるような場合に便利です。
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初期会員種別
： 初めて会員登録した顧客をどの会員にするか指定します。このチェックが無い場合、一覧の先頭の会員

種別が初期会員になることにご注意下さい。

月当たり予約制限
： 下記画面のように、「予約画面の設定」メニューの「ひと月あたりの最大予約数」の指定が必要です。

会員情報が付加されていない顧客の月当たりの制約は、上記情報が採用されます。
会員情報が付加されている場合の月当たりの予約の上限は、「月当たり予約制限」の値が採用
されます。

有効期限切れ動作
： 会員の有効期限が切れた場合に、予約可能のままにするのか、予約不可能にするのかを指定します。

③ 会員情報の付加

この画面は「顧客情報の照会・更新・追加」メニューで顧客の詳細情報を表示／更新する画面です。
会員情報を登録すると、「会員種別」「有効期間開始日」「有効期間終了日」の３つの項目が増えます。

新規に登録されるお客様は、会員情報で指定した初期会員種別になりますが、既存の会員は、個々に会員種別を付加
する必要があります。会員種別を付加しないと、会員管理に関する全ての機能がその会員には影響しません。

有効期限終了日は入力すると、その日付が、入力しないと開始日と会員種別の有効期間から自動計算された値が
設定されます。
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④ クレジット（チケット）管理

「予約画面の設定」メニューで、「クレジット管理のご利用」を「利用する」に設定すると、「顧客情報の照会・更新・追加」
メニューの画面で、一覧表示された顧客氏名に、上記画面のリンクが設定されます。

※初めて「クレジット管理のご利用」を「利用する」に設定した場合、一旦、管理画面をログアウトする必要があります。

この画面で、クレジット数を管理します。会員管理を行っている場合、クレジット数は予約可能数（チケット数）となります。
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